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第 27回医療体育研究会ノ第 10回 ア ジ ア 障害者体育
・ス ポ ー

ツ 学会日本部会　第8同合同大会　抄録集

体力
・
活動 レベ ル と運動に対す る姿勢は  運動実施 に対 す る考 え

（こ だ わ り）等 を考 慮 し なが ら、丁 寧 に プ ロ グ ラ ム を進 め れ ば楽

しく体 を動 かす こ とに 興味 が 出て 来 ます。記憶の
一

つ 、手続 き記

憶は 「や り方の 知識 jKnowing　How の獲得を可能 に し、反復訓

練 に よ っ て 獲得 され る技能や 習慣 が 含 まれ運 動性記憶 （運 動感覚

的記憶 ）と して 手足 の 動 きに注意 しなが ら技能 を遂行 し情報 を得

て い る．一日．獲得 した 技術 は記憶低下 が あっ て も障害を受けない 事

が 多い 。運動前 に 血 圧 ・体温 ・心拍数、本人の 自覚、家族 か らの

情報、日頃か らの 様 子。変化 あれ ば 中止す る 、予期せ ぬ事態 が 起

きて もい つ で も対処で きる よ うに。運動中の 雰囲気づ くり、信 頼

関係、また や っ て み た い 気 に な る よ うに 。 運動 プ ロ グ ラム 実践 

空間 物 （ボール ・シ ャ トル ・
デ ィ ス ク

・
お 手玉等 ） に対 す る 、恐

怖心 を抱 か せ ない よ うに 運動動作に慣れ る まで は、優 し く・丁寧

に
・貴重 なもの を扱 うよ うに や り取 りする  障害特性 を よ く理 解

す る、見 えに くさ、聞 こ えに く さ、失認 、失行、失調 、コ ミ ュ ニ ケ
ーシ

ョ ン 、麻痺 上 肢 に対 す る 回 復 期 待感 の 取 り組 み。ま と め ：  現 在

の 制度の 中で は体育活動 は レ ク リエ
ー

シ ョ ン ある い は グル
ー

プ活

動 が 考えら れ る。  体育活動 実施で専用訓 練室 で ない 限 り場所の

共 有 で あ る の で ス タ ッ フ
・．・

人 ひ と りが 運 動 の 必 要 性 を理 解 す る。
  体育種 目活動 は比 較的 ダイナ ミ ッ クな運動 参加 に よ り、隠れ て

い た機能 （機 能的予 備能力）が使 われ、全 体 と して の CAPAC エTY

が 増大 す る。  利用 者 さ ん が運 動 に 慣 れ る まで は、と に か く安全

に リラ ッ クス で き、丁寧 に個 人個人 の ペ
ー

ス を大 切 にす る。

デ フ ラグビー10年 の 歩 み

〜日本聴覚障害者ラ グビー活動報告
〜

○小 中　一輝、長田　耕 治 （日本聴覚 障害者 ラ グ ビー連盟）

　落合　孝幸 （日本聴覚障害者ラグ ビー連盟会長

　金 子 　香織 （日本聴覚障害者 ラ グ ビ
ー

運 盟、
　　 　　　 　 放送大学大学院文化科学研究科）

【は じめ に 】

　デ フ ラ グ ビ
ー

（聴 覚障害者 ラ グ ビ ー
）は 1990年頃 か らニ ュ

ー
ジ

ー
ラ ン ドで 盛 ん に な り、1994年 に 凵本で も活動 が 開始 さ れ て い る 。

国際交流の 規則で は、両耳の 平均聴力が 25 デ シ ベ ル 以 上 で あるが、
国 内交流 の 場 で は特 に 取 り決め は 無 く、「聴覚 に 障害 を持つ 者」

と な っ て い る。他の デ フ ス ポ
ー

ッ と違 っ て、難聴 者 と ろ う者が 混

在す るの が 特徴で あ り、コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 手段 は 手話の み で は

な く、口話、筆談 と多岐に わ た る 。 ラ グ ビーは様々 な競技の 中で

も身体接触 が許され る ハ
ー

ドな ス ポ
ー

ツ で あ り、後方 に しか パ ス

が 出 来ず、密集 プ レ ー
が 多 くて 互 い の 顔 が見 えに くい こ とか ら、

「声」で の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 重要と さ れ、聴覚障害 者が 不利

に なる 場合 が 多 く、聴 覚障害者の 間で 行 う人 は少ない 中 で 活動 し

て い る。今 回 の 報告 で は 口本に おけ る デ フ ラ グ ビ
ー

の 活動 の 歴 史

と、今後の 課題 につ い て述 べ る。
旧 本 の デフ ラ グ ビ

ー
の 歴史】

1995年 　初の 合同練 習を 目的と した全 国交流会 を開始した。
1997年 　日本聴覚障害者ラ グ ビー

ク ラ ブ設立。
2002年 　日本 ラ グ ビ ー

協会の 全面的 な援助 の 下 、第 1 回デ フ ラ グ

　　　　ビ
ー．

匿界大会参加 （ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ド）。7 人 制 の 部 で

　　 　　準優勝。
2005年　日本聴覚障害者ラ グ ビーク ラ ブ として 単独 の 英国遠征 実

　　 　　施。
20e6年　 日本聴覚障害者 ラ グ ビー連盟 と改名。
【今後の 課題 】

  競技人口 につ い て

  聾者、難 聴者、健聴者 と共 に 競技 をす る こ との 難 しさ

身体 障害者の 総合格 闘技活動につ い て

中島　史朗 （広 島大学大学院 ）

　 最近テ レ ビ に お い て 、格 闘技 の 大会 が放 映 され て い る。そ れ に

伴い 、障害者が 格 闘技 に 関心 を持 ち、活動 を始 め た い とい う人 々

も増 えて い る。しか し．格 闘技 は、危 険 ・指導 法がわか らない と

い う理 由か ら受け入 れ 先が 少ない こ とも事実 で あ る。こ こ で は、
一股の 格闘技ジ ム で 活動 して い る身体障害者の 番組 を紹 介す る c

　身体障害者に お ける総合 格闘技の 活動 方法は、肢体不 自由、視

覚障害聴覚 言語障 害な どの それ ぞ れ の 障害 を有して い て も、何ら

健 常 者 と変 わ る とこ ろ は ない 。本人に と っ て も、格闘技 は力比べ

をす る 入間の 本 能に 基づ く身体活動で あり、打撃、投げ技、固め

技、関節技 がある が、個々 に あ る障害の 種類や 程度 に応 じた工 夫

は必 要で あ る。
　 障害 に よ っ て は 運 動能 力 と して の 四肢 、体 幹 の 維持 ・安定 性 、
ス ピードな どに問題があ る。運動器官の 変形、拘縮、短縮、異常

可動 性 、動 揺関 節、欠損 な どの 部分的 な異常 も認め られ る 。その

た め に 、サ ポ
ー

タ
ー、装 具、テ

ーピ ン グ 等の 工 夫 が必 要 で ある。
例 えば受け身 に関 して は、習得 に多少時 間はか か る と して も、無

理 な く反射動作 と して 身につ き練習で 発揮 で きる。身体 障害 者に

お い て は、そ の 障害 の 部 位 ・程 度 に よ っ て 違 っ た指導 法が ある。
しか しなが ら、身体障害者へ の 指 導法 の 体 系化 は ま だ確 立 され て

い ない 。
　 障害者 を、実際 に受 け入 れ指導 しなが ら試行 錯 誤 す るの が 解決

法 と して 有 効で ある と考 え る。「あ れ が で き る、これ が で きる 」

とい う姿勢で、常に個別 に見る こ とで ある。個 別に 見 るとい う点

で は、基本 的に 健常者 と同様 に 各自に工 夫 を促す こ とが 重要 で あ

る e また障 害者 自身 も、与え られ た課題 に 対 して 、真剣 に 練習す

る こ とが 大切 で ある e 試合に お い て は、個 々 の 障害 に 応 じた ル ー

ル や ス ポ
ー

ツ 用具 を 整備する こ とで 口∫能 で あ る。この よ うな環境

が 揃 えば、格 闘技 で あ っ て も危険で は な く楽 しめ るス ポ
ー

ソ と し

て 位 置 づ け られ る 。障 害 者 ス ポ ーツ 活動 の 選 択 肢 と し て 格闘技 も

検討する必要が ある の で はない だろ うか。

知 的障害者 に おける 川で の グ ル ープ ア クテ ィビ テ ィ
ー

0越智　和枝、小原　早苗、長谷 川 み ど り

　（YMCA 健康福 祉専門学校 ）

　渋谷　公 ・、小野 　　晃 〔YMCA 福祉 ス ポー
ッ研究所 ）

【目 的】本研 究の 目的 は、知 的障害 者に よ る川 で の グ ル
ー

プ ア ク

テ ィ ピテ ィ
ーを集団援助技術の 視点か ら検討す る こ とで あ っ た。

【方法】対 象者は、知的 障害者13名 とス タ ッ フ 11名の 計 24名で行

っ た。実践場所 と して 神奈川県 中津 川、プ ロ グ ラム 構 成 は 知 的 障

害者、ス タ ッ フ 24 名 を二 つ の グ ル ープ に 分 け、全 8 種 目 を 1 種 目

ご と に点数をつ けて勝敗を競っ た。主観 的評価の 方法 と して 知的

障害者の 理 解援助 の 為の ピ ク トグ ラ ム （二 段階の 主観的評価 ；満

足 な らニ コ ニ コ マ ーク を 選ばせ る 〉 を用 い て 「満足 ・普通 ・不 満

足」の 3段階で 主観 的評価 を実施 した。
【結 果 ・考察】卞観的評価 の 結果か ら、三人以上の ケース は 二 人

で 行 うもの に 比 較 し て 満足 度が低 い 傾 向で あ っ た。こ の 原 因 は、
複数に なる ほ ど他 者へ の 依存 度が 高 くな り、主 体性が 薄 れ た と考

え られ る 。 プ ロ グ ラム 中の様了
・か らも対象者 の 自発的 な行動や発

声 が 見 られ、自然 に様 々 な感情を表 に 出す な ど、楽 しさや 満足

感 ・積極性 が 出る 場面が 多々 み られ た．1「「で の アクティ ピ ティ
ー

は集

団生 活が 苦手な 対象者の 興味、関心 を 引 きやす く、対象者 の 相互

作 用 に よ り個々 に 何 らか の 刺激 を与 える こ とで 内的動機 を高めや

す く、プ ロ グ ラ ム へ の 参 加 を導 きや すい と考 え られ る。さ らに、
集団援助 技術 の 技法 を応用 する こ と も可能 で ある こ とが 示唆 され

た 。
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